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要約

独立50年を迎えたパキスタン経済を分析するための並木統別がE国民所得統計であるo旧

瀬パキスタンを含まない現パキスタン地域に対応する国民所得統別には､ltJ87/88LF;jilま

でInいられた旧手法によるシリーズと､1988/89中皮に採川され1980/81iF-JR-以降のデータ

が利用可能な新手法によるシリー-ズとがある｡両者はともに国民経済引算体系にji=づいて

いるが､技術的な推計方法の差違のために､両者を接続して､より艮3Ulの時系列として用
いるには整合性の悶題が生じるO

この間怨を倣菜部門のイ;J力n肘 直について､ーより詳抑 こ傾討 したo新手法と旧=1=･法の帆仁

は､俊英部門内での中間生産物の評価方法について､市場Iの浸透にBt-tJ油 した遣いがあるD

すなわら､必ずしも市場で取弓は れるとはLiJさらない畜産部門の産LLl.斬(畜役)と投入財(飼

料など)まで計上しているのが新手法で､計上していないのが旧手紙であるOただし､利

用可能なデータを用いてこの概念上の差迫を修正した系列を訊許 したところ､新Ir]両手fi=

のTEりの非迎紡性はほとんど改善されず､むしろ､遊行1iデータべ-スの推計方蛙や赴畔年次

の違いによる差違のほうが重安であることが示唆された｡また､比較的信組度の商い韮腿

データに韮づく主班7作物の生産数統別から実質産山僻のBuUJJ時系列を就辞したところ､

この試射 直が偵菜(耕種)矧 H7付加価値の政府推引値をかなりよく近似することがJmらかに

なった｡新旧二つのシリーズを用いた統計分析を行うJAL合､両手附LL】の非辿続性に十分な

注意を払い､生産盈統計の時系列と合わせて分析を行う必要がある｡



はじめに

今年1997年は､南アジアの西城.i.に位置するパキス}/ンが独立してちょうど50年の節目の
年にあたる｡その問のこの国の纏済パフォーマンスを分析するための2占木統別が国民所得
統引で､1950年頃から作成されているOとはせ､え､パキスタン経折半虻紀の分uJrをするた
めの時系列として既存の国民所得統貢ほ 佼 うにあたっては､現在のパキスタンにあたる地
域(｢現パキスタン地域｣と以下では呼ぶ)が大きな国境変更を経玖していること､1988/89
年度Z)以降推計方法が変更され､旧手法によるシリーズと新手法によるシリーズとがスム
ーズにつながっていないことなどを考慮する必嬰がある｡

このうち､第-の国境変実の間舷については鼎崎(1997)で筒中に議論しているため､本
稿では議論に必変な点を抜粋 して触 り返すにとどめ､第二の閉店､すなわち新 ･旧師手法
による二つの系列間のRf-続性､整合性を吟味することを孤願とするo旧来パキスタンを含
まない現パキスタン地域に対応する国民所得統計で､推計中間位などの詳細t,ある程度分
かる時系列は､旧手法で1949/5O年度から1987/88年度まで､新手法で1980/81年度以降が
利用可能である0両者ともに､部門別の付加価値の和として国内総生荏 (GDP)が碓引され､
支LU勘定は民間消勢支.LJjを剰余項としてバランスさせたものであることから､本稿では支
出勘定の吟味は行わず､生産勘定､特にj姓業部門の統計を対象とする.支tLJ,勘定における
政府消費支出と粗固定資本形成系列の統計吟味は別稿に糊したい.

以下､窮 1節でパキスタンの国民所得統副について概観する｡第2節では新 .旧両手泣き
による二つの系列を比較 し､Jlf計方牡の詳細が∋唱なるために､術者を接続 して､より長IUJ
な時系列として用いるには整合性の間旗が生 じることを示す0第3節1でこの即慨 を､Jこり
詐hlIJに俊英部門での付力什仙l値について検討する.J&L業部門を取り上げるのは､この部門が
パキスタン経演の中核をなしていること､作物ごとの作付面横や生産畳の時系列が詳細に
得られること､などの理由からである｡抱終節で本稿のまとめと統計利用上の留意点を考
察する｡

1.パキスタンの国民所得統計概観

パキスタンは1947年8月にインドと分離してイギリスから独立したo当初のパキスタン
は､西パキスタンと東パキスタン(現バングラデシュ)の束四二罪から梢成された(以下､
これを ｢旧パキスタン｣と表記する)047年の分離独立で西パキスタンに帰属 したのは､
北西辺境州(NortM ･estFrontierProvince)､スインド(Sュnd)州､パンジャーブ(PuhJab)
州西部などの直博州地域とバハーワ/L,プール(Bahawalpur)などの滞王国地域であったが･
これらの地域の経済は現インド地域の周辺としての性格が強く､国民経済としてのまとま
りを全く持っていなかったOそのため､現パキスタン地域に関する国民所得の推計を47年
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以前に遡る試みは､筆者が知る限り行われていないo

旧パキスタンの国民所得は19,18/49年度に関して初めて試許され､その後､1955/56年度

に開始される五力年計画節定を;djじて推計方法が改辞された2)O'ul期の国民所得推計は､

欧米の馴 鳩ミチームを招き､国際連合による標司些規格である1953年SN̂ (SysLemofNational

ĉcourrts)にできるだけ準拠した方式で行われたが､推計に必要な生産 ･支出統計が絶対

的に不足していたため､窓意的な想定に多く摘らざるを得なかった｡

1971iF-に北パキスタンが独立したことで､パキスタン経折は根本的に再編されたC旧パ

キスタンの経済発展下で拡大した文四両駅間の経済格差は71年3月に/煎パキスタンの内轍

に発展し､翌72年1月にバングラデシュ政府が樹立されて5k西両瓢体制に終止符がれたれ

た｡

西沢だけでの再出発となった新生パキスタンでは､経折統別体系も再編されたoちょう

どこの時州は国際連合による新標Zl⊆規格である1968年SN̂-の移行期にあたっていたこと

から､この規格に基づいた現パキスタン地域の国民所得統引が旧パキスタン時代に遡って

椎引された071年以前にも遡及して推計されたのは､47年の分離独立とは違い､それぞれ

が経済的まとまりを持っていた二つの地域経済が公式に分離されたのがバングラデシュ独

立であったことからして自然な流れであった｡戯業､鉱工業などの生産統計や労働 ･人口

統計などは旧パキスタン時代から東西両沢別の数字が公表されていたため､国民所得を遡

って51三四に分けることはそれほど困那なことではなかったと思われる3)｡なお､東パキス

タンの自治遊動を煽ることを怖れた政治的理由から､旧パキスタン時代には東西パキスタ

ン別の地域国民所得統計の公衆には特別の配慮がなされ､政府の経済白書や国民所得統計

音には掲徽されていない)̀)O国民所得統計に関する委員会報告や五力年計画の基礎資1'-1Iな

どに地域国民所得の維引値が散見される5㌔

その後の大きな変換点は1988/89年度の新手法への移行である｡新手牡は旧手法同ド削こ

1968年SN̂にぎ別姓しているが､数年間の技術的な検討を行ったカーズイー(Kazi)国民所得

委員会の鞭告に沿って､基礎データベースの拡張､推計手法の改葬などがなされている｡

新手法に基づくデナ一夕の詳細は､その基21Li年次である1980/81年度にまで測って作成 ･公

表されている｡

2 新手法 ･旧手法シリーズの部門別比較

21. 二つの時系列データ

前節の概観かわかるように､現パキスタン地域の国民所得統計データとして推計中間値

などの詳細もある程度得られるのは､①新手法による現行の国民所得統計シリーズと､②

現パキスタン地域に対応する旧手法シリーズである｡両手牡ともに､1968年SNAに弊拠し､

生産勘定から推計されている｡償林水産業､鉱業､灘造業､祉設業､電気 ･ガス､運輸 .

貯蔵 ･通信､卸売 ･小売､金融 ･保険､住居､行政 ･国防､その他サービスの大きく11部
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門についての付加価値が､主に生産アプローチに所得アプローチを加えた推計方法によっ

て推計され､その合計が要索費用でのGDPとなるO支lJJJ勘定も一応推計されているが､こ

れは政府消資支出と各部門での粗r古丁定資本形成を維引した上で､剰余項として民間消推支

u!.をバランスさせたものであることに十分な注意を払 う必要があるO所得捌定は船引され

ていないC

①シリーズには糸 目借ベースの生産勘定､支(Ll!.勘定､1980/81年度固定仙 削こよる実質

値ベースの生産勘定､支出勘定の四つの時系列があり､すべて1980/8L年度か ら現在まで

のデータが公frJされている｡

②シリーズの四つの時系列は､1959/60年度同定仰格による実質値ベースの生産勘定に

ついては1949/50年度から87/88咋腔まで､その他の三つの系列については1959/60年度以

降87/88年度までの数字が公刊されている｡ したがって1980/81年度から87/88年度までの8

年に関しては両手法による推計値が詳御‖こ得られることになる｡

本稿の分析を生産勘定に限ることから､名 目値および実質値ベースの生産勘定を11部門

(ただし鹿林水産業はさらに5つのサブセクター､炎造掛 ま大規模､小規模の2つのサブセ

クターに分けられる)に関してI;)表1､11衷2に赦せる｡この11ト7部門の付加価値は､拓年

の政府の 『経済白書』(COP,EcononllCSurvey)に椙叔されるが､②シリーズの最終確定値

はその1988/89年度版に詳 しく掲賊されているため､･そこから採った数JLTiを1;｣兼に示す0

2.2 新 ･旧両手法の推計方法の違い

新 .旧両手法の推計方法の評,紺とある程度の中間推計値のデータは､政府が毎年刊行す

る 『パキスタンの国民所得』(COP,NaljonalAccoul)tsofP27hLst<7/))から得られるo僻に､

その1988/89年度版は両シリーズを含んでいるため有益である｡この資料から抜粋 した両

手法間の主要な差違をL;｣録にまとめる｡

大きな差異の窮-は､付加価値の定義方法とい う根本的な椛計方法の変更である｡ 目立

ったところでは､Bi_r設業の付加価値が､旧事綾ではセメン ト消敦盛の推計値のみを使った

実に粗い生産アプローチで脈引されていたのが､新手班では各部門での投資御推計値を用

いた支出アプローチによる推計に変交されたQJA業部門でも､耕柾鮒 ‡可と畜産部門の問で

中開投入財として消ilJl,される畜役と飼料作物 ･作物副産物などがそれぞれきらんと引上さ

れるようになったのが新手法である(第 3飾参照)｡

第二の違いは基Zfg-年次である｡固定価格の基準年次が旧シリーズで1959/60fF一度､新シ

リーズで1980/81年度であるから､両者の間には20年以上の差があるOこの間の経済LrYf道

や品目問の相対価格は大きく変化 しているから､同定価格による新旧二つのシリーズを単

純に指数化 して1980/81年度で接続するr掛こは+分な注意が必要になるo

Lかし問題は､異なる固定価格による実質値ベースの系列を接続することに限られない｡

名目値ベースの系列についても基ffLf年次の違いが歪熱 こなってくるのであるO第-に､生

誕アプローチの場合の生産量推計が､それぞれの基準年次(部門や業種によって異なり､

また随時変更されることもある)からの外柿によることが多い｡第二に､そもそも実質付
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表1名馴直､要素社用表示によるGDPの新旧シリーズ比較(1980/81年度)

l農林水産業
耕寺重(主要作物)
耕種(副次作物)
畜産
水産業
林業

2鉱業
3製造業

大規模製造業
小規模製造業

4建設業
5電気･ガス
6運輸･貯蔵･通信
7卸売り卜売
8金融･保険
9住居
10行政･国防
11その他サービス
GDP合計

出所 付表1より計算

旧手法値 新手法値
(1) (2)

100万ルビー100万ルビー
71699 76399
40354 39626
11203 13162
18090 20139
1523 2695

雨靴相 弔艶率
(3)=(1)-(2)(4)=(3)/(2)
100万ルビー %

14700 162%
728 18%

-1959 -149%
-2049 1102%
-I172 -435%

529 777 -248 -319%
3149 1053

40561 37446
29791 27451
10770 9995
11449 11586
5928 5928
19370 23927
40433 37330
5549 5549
8309 11237
19257 19257
21325 18119

247029 247831

2096 1991%
3115 83%
2340 85%
775 78%

-137 -12%
0 00%

-4557 1190%
3103 83%

0 00%
-2928 -26.1A

0 00%
3206 177%
-802 -0.3%

加価値が先にありきで､単純な外捜(cxtrapolaLe)によって推計された実質値が､後から

名目値に襖許される鮒 !つも多い(矧 こ所得アプローチによる場合)｡これらの場合､基準年

次の差違によって新旧耐シリーズの糸目1;)加価†朗 ‡同じ41=一度でも違ってしまう｡

節三の違いは､付加仙ifL妊推別のための去ET推データベースの違いである｡偵業部門の主要

作物の生産丑を維引する際に､坪刈調査(C工Op-CuttlllgSurveys)の利用が新手法で始まっ

ているのはその代表例であるし､所得アプローチを採る場合の基YFLj年次の所得の推計にも､

統割的袈付けのある棟木訓査が積極的に利用されているのが新手法である.

23. 新 ･旧両手法による時系列を接続する際の問題点

二つの系列を接続するためにパキスタンで一般に行われている便法は､名目値シリーズ

については198O/81/lT=度以前の旧シリーズに新シリーズをそのままつなげ､実質値シリー

ズについては新旧二つのシリーズを指数化 して1980/81年度で接続する方法である6)｡こ

れらの方法が､データが限られている中での便法としてどの程度肩効かを､新旧両シリー

スのデータが耽れる1980/81年度からの8i印口を月釧カに検討しよう｡

まず､名目値での絶対的な貢郎肝を1980/81年度について表1に示す｡GL)P全体で見れば､

旧手法による桃計帖は新手法による推引値に比べてわずか03%小さいにすぎない｡ しかし

鮒1r]別には大きな:lTE郡が見られる｡J&林水産業の別種(主要作物)以外のRE]つのサブセクタ

ー､運輸 ･Jrl･蔵 ･通信､住居で旧手法が大幅な過少推計､鉱業､匙近業､卸売 ･小売､そ
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表2名 剛直､要素費用表示によるGDPの新旧シリーズ比較

1農林水産業
耕種(主要作物)
耕種(副次作物)
畜産
水産業
林業

2鉱業
3製造業

大規模製造業
小規模製造業

4建設業
5電気･ガス
6運輸･貯蔵･通信
7卸売･小売
8金融･保険
9住居
10行政･国防
1Tその他サIt:'ス
GDP合計

出所 付表1より計算

(旧手 法 値 一 新手 法値)/新手法値
1980-81 1981-821982-83 1983-84 1984-85 1g85-86 1986-87 1987-88

162% -95% -87% -1T 8% -10 2% -66% -53% -80%

18% 18% 04% 25% 3 2% 2 9% 一06./5 05%

-149% -327% -258% -34 1% -34 3% -167% -0 4 % -46%

-102% -90% -108%-12 .6% 11 7% -12 6% -12 6% -175%

1435% -271% -199%-19 9% 40 4% 09% -12% -ll9%

1319% -532% -638./D-69 8% -69 8% -706% -53 7% -57.2%
1991% 1945% 2129% 2181% 2448% 2361p,i 229 7% 2069%

83% 94% 84% 9 8% 8 8% 78% 9 6% 71%

83% 94% 84% 9 8% 88% 78% 9 6% 71%

78% 136% 850/- 148% 71% 11% 27% 32%

-12% -70% 66% 31 3% 54 6% 529% 52 8% 563%

00% 00% -01% 4 1% 0 0% 47% 2 1% -109%

一190% -164% -173% -129% -90% -50% -21% -50%

83% 121% 108% 5 8% 63% 10 5% 94% -20%

00% 00% 00% 0 0% 00% 00% 0 0% -55%

- 261% -231% -237% -213% -195% -18 7% -18 3% -172%

00% .0.0./o OO% 0.0% 00% 00% 0 0% 22%

177% 164% 165% 16 9% 175% 178% -34 1% 210%

-03% -08% -02% 04% 23% 4 9% 5 9% 28%

の他サービスで大幅な過大椎引となってお り､これらの系列を1979/80'IT2度まで旧系列､

1980/81年度以降は新系列でそのままつなげることにはあまりにグ!法理がある｡雇い換える

と､GDP総額の新郎が小さいのは真綿 卜が生んだ偶然に過ぎないことになるo意外なのは､

付加価値｣l臨r方法の抜本的な変丈があった建設業の称推計値がかなり近く､1lri引値の柵柳

の激 しい運輸 ･貯蔵 .通信部門では椎引方故自体の変賢がほとんどされていない点である｡

そこから推測されるのは､新手法での変更のうち､基ZTl蔓年次や基礎データベースの変丈に

よる効果のほうが付加価値の定義方法変更の効果よりもずっと大きかったのではないかと

いうことである｡この推測は､農業部門に関して窮3節で裏づけられる｡

表2に示すように､名 目値のずれは､1980/81年度以降87/88年度まで､全体として拡大

しており､特に建設業での拡大が目立つ.なお､推計方法が基準年次や基礎データベース

も含めて変更がなかった金融 ･保険､行政 ･国防の二部門については､当然ながら両者の

数字は基本的に一致 しているが､旧手法データの最終咋次にあたる1987/88勺三JIEのみはqTTI

卵が生じている｡これは､旧手法データが使用された鼎終峠卿 こぼl暫定値の修正が十分に

なされなかったためである｡

次に実質GDPの系列を新旧両手牡で比べてみよう｡韮聯 牢次が違 うから両者の絶対樹を

そのまま比較 しても矩意味なため､表3では､1980/81年度の各部門のl;)加仙†L11-が新rE1-一致

するようなっなぎ係数を旧シリーズの値にかけた佃が､1981/82年度以降､どれだけ新シ

リーズの数字から新郎 していくかを比率で示 したo顔林水産業のなかの剃稚(糾次作物)と



表3 実質値､要素費用表示によるGDPの新旧シリーズ比較

1980/81年度の付加価値

旧字法権 新手法値 つなぎ係数
(1) (2)(3)=(2)/(1)

100万ルビー 100万ルビー

(1959/60価格)1980/81価格)
1農林水産業 16405 76399

耕種(主要作物
耕種(副次作物
畜産

水産業
林業

2鉱業
3.製造業

大規模製造業
小規模製造業

4建設業
5.電気･ガス

6運 輸･貯蔵.通信
7卸売･小売

8金融 ･保険
9住居

10行政･国防
11その他サービス
GDP合計

出所 付表2より計象
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1機 でl日手法が大幅な過少推計､鉱乳 祉殻某､電気 ･ガス､金融 ･保険でかなりの過大

椎吉は なっているO最終1987/8昨 度の動きが典質で､旧手法にJこる数IL6の信傾度が低い

ことを考慮すると､大規模地道業､′]側 英製造業および住居鮒 -lJの三部門で新旧両系列が

完全に連動しているといえる｡この3fLf動を別のJAPJ面から見る指標として､実賀成長率を二

つの系列で比べたのが表4である｡両系列の実質成長率は､Gn怜 計ではかなり一致し､部

rW Jにも耕種 (副次作桝 ､林業､鉱乱 鮎殻業などを除けば迦MJ度は高い｡

衆1から表Lliiでを総合して部門別に見た場合､旧手法による系列と新手掛 こよる系列と

での制 fEが著しいのは別種(副次作物)､林業､鉱業､建設業となるOただしこれらの部門

のうち､林業と鉱業は/ijLJ-スタン経掛 ことってあまり重安でないo鮎設業のデータが胴 整

合的なのは推引手法の抜本的変質を反映 していると見られる｡利和(副次作物)についても

椎吉仲 仕の変更カミあったわけだが､その影掛 こついては次節で詳細に検討するD名目値で

の推言順 が一致するのが金融 ･保険､行政 ･国防､実質値での推計値が完全に迎軌するの

が大規模胆道業､小規模搬造鼠 住居となり､これらのセクター(サブセクター)では捌 く

的な推計方法に変更がなかったことからデータがよく連続 していると結論できる｡

ただし､注意しなくてはいけないのは､迎続性が高いと判断される系列の場合でも､そ

こに示された成長率が必ずしも英値を反映しているとは限らないことであるO例えば､/ト

規雌魁造業の実質成艮率が新旧ともに常に84%であるのは推計上の想定であって､拓iFu)

調査に基づく数字ではない｡/ト規模灘造業の場合には84%という数字が在年の国民所得統

計から算出されるので注意深い親祭者はその想定にすぐに気づくが､倶林水産業の畜産部

門の場合には､~定の実質成長率を構成品日ごとに想定しているにもかかわらず､付JjnllLW

値-の計算によって見かけ上毎年違った成長率が統計に現れるからたちが恋い7㌧ これら

とは対脚 勺に､大規模製造業の場合には主要品日ごとの生産量指数が在年きちんと推剖さ

れ､それに基づいて実質成長率が推計されている｡

最後に､GDPの部門別桃成比率を､1959/60年度､80/81年度､95/96年度の3日;li点につい

て検討しよう(表5)｡名目付加価値の構成比率は､相対価格の変化も考慮 した産米肺進を

見る指標として使われる｡通常は(1)､(3)､(4)のコラムの数字が使われることが多いが､

80/81年度での新旧両系列の棚 任はかなり大きい｡農林水産業の比率で2ポイント近い差が

あるO言い換えると(1)と(4)のコラムの数字が比較可能とはとても言えないO同様に､相

対価格を一定にfrill御して産業構造を見る指標である美好付加価値の構成比率の場合､通･rtf･,I

は(5)､(8)､(9)のコラムの数字が使われるが､それは正確でない｡コラム(8)､(9)と整

合的な1959/60年度の数字は表3のつなぎ係数を用いて修正すべきであって､その修正の結

果はコラム(6)となる｡あるいは衆3のつなぎ係数の逆数を用いて新手法の系列を修正して

もよいがその数字は省略する.いずれにしても戯林水産業で見て2ポイン ト近い車齢があ

ることに幣かされる｡つまり､新旧両シリーズ間の非連続性を考慮した場合､産米構成比

率を1979/80年度まで旧手法､それ以降を新手法でつないで分析するのは危険である｡名

目値ベースならば両者の違いを注記 した上で1980/81年度については両方の数字を併記す

ること､実質値ベースならばつなぎ係数によって修正をほどこすことが望ましい｡

7



表4要素兼用表示によるGDPの新旧シリーズ比較(実質成長率)
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林業

2鉱業

3製造業

大規模製造業

小規模製造業

4建設業

5電気･ガス
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7卸売りト売

8金融 ･保険

9住居

10行政･国防

11その他サービス

GDP合計

出所 付表2より計算
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以上まとめると
､
新旧両手掛二進づく国民経済推計の二つの時系列は､
技術的な推計方

法=の差違のために,附qごとの付州附LEEの-1]
ELl掛こ大きな翻帳が見られる｡
そのため
､
両者

をは続して
､
より長nlの時系列として用いるのはあくまで挺宜的なものであって､
特にJIv
A

対伽ミ問越となる場合(産業構成比率も含めて)には両者の追いをEyl記して分析する必削､

ある
.
尖塔成長率で見た場合には接続することの閉路は少ないが､
鮒"】ごとの他言EJ)池の

違いに十分に配慮し､一
定比率で外捜された成長率と実態面の袋づけのある成長率とをで

きるかぎり区別すべきであろう｡

3機業部門付加イEWl-Eでの新･旧シリーズ比較

3
.
1億某部門付加附直の推計方位

前節で部門ごとに検討した新旧二つの国民所得統計の整合性､
連続l生について･
より詳

J
l
.rll
にJB描部門について検討しよう｡
ここでいう儀業部門とは
､
儲淋水産業のうら
､
桝種(主

要作物)
､
耕種(副次作物)
､
畜産の三つのサブセクターの和と定義するO
この鮒門はパキ

スタン経済の中核である.GD
Pに占める比率は1995/9昨度でも24%程度となっており(未5)､
依然として最重要産業である｡
パキスタン鹿業の特徴の一つが有畜膜業であが
)

O
伝統的な戯家は
､
自ら保有する役畜

(去勢雄牛が一般的)を用いて腰仙を糾し､)
劉ulから得られた飼料でその家畜を養い､
家畜

の排脚勿の一郎を厩肥に利用してきた｡
飼料は大きく分けて
､
戯地で生産した育刈飼料作

物(ソルガム
､エ
ジプトクローバーなど)､
儲作物の副産物である藁などの乾燥飼料､7t
Ll

脂種子の絞り粕といった池原飼料の三種蜘ミ組み合わされる｡
役畜を碓馴ーる上で雌牛を

飼うことは至上命脱となり､
そこから得られる牛乳もまた重要な腹家の生産財.消梁仰と

なった｡
言い換えると
､
畜産1,
LMFlと桝種部門が有機的に鯉駄なく結びつき､
ノ出家の生産.

消A･と-射れていたわけであるO
この関係は
､
しかし
､
トラ//クーが近年普及してきた

ことによって変容しつつあるO
役畜の一部がトラクターによって代替され･
トラクタ~を

運搬手段とした飼料の市場7取引が盛んになり､
牛乳の市場向け生産も増えてきた9㌔

この変化を反映した新手掛こおいては､
俊英部門の付加価値を推計する上で農業部flElfJtl

のq欄生産物を評JIViする方法が抜本的に変更されたo
旧手牡においては
､
畜産部門の付)Jrl

イ附直は
､
∠r=乳､
肉耕
､
原皮などの畜風格のみの産出掛こ等しいと想定されたが､
新手掛こ

ぉいては
､
畜産品の産出矧こ畜役サービスの帰属価値を加え､
各椎飼料の投入額合計を生

産班として差し引くことで付)]州値が定義されているO
脚種部門の付加価値は畜産鮒Jqで

のこの違いと盤合的でなくてはならないから､
旧事掛こおいては
､
別種(主要作物)附LIU)

産山鰍こ炎など暗煤飼料となる副産物は計上されず､
桝槌(副次作物)'附lJの作物に脊刈飼

料作物は含まれず
､
別種全体の生産掛こ役畜掛ま計上されていないO
これに対し
･
新手法

では
､
湖種(主要作物)では12作物中11作物について副産物の産出鰯がそれぞれ計上され･

10



瀬l碓(副次作物)に脊刈飼料 乍物が韮要な品Elとして新たに力f)hり､生産効に｢批 坦伸 二L･

緬種軌 が加わっているOつまり､部分的にしか市場取引されていか 中間/JI産物に関し

て､市場取引を完全に無視してサブセクター間で相殺させているのが旧事臥 自給自足し

ている分にまで帰属引算を持ち込んで市場評仙しているのが新手牡ということになる｡ど

ちらが優れているかについては議論が分かれ得るがlO)､新手法が近年の)BH寸での変化を反

映したものであることは確かであろう｡

ただし､新手汝で新たに加わった項目は三つのサブセクター間で完全には相殺 しないた

め､廃業部門合計の付加伽値は､新手牡と旧手法で概念が苑なってしまう｡すなわち､炎

などの主要作物の副産物についてはその一定糾合のみが畜捌 抑りの投入財であって､残り

は最終消資財と想定されていること､畜産部門の投入財には兜造業部門から供給された養

鶏用の配合柳 年などを含むこと､別種附 EJの投入朋である｢粘性･砕土 .制 圧軌 が糾立

両横当たりの生産朋 隠 から推計されているのに対し､畜産部門の畜役産山鰍 ま役畜の頭

数から外捜して推計されていること､などの微妙な遣いが存在する｡

新手法と旧事牡の間では､定義方仏の変更だけでなく､基準年次や捌 きデータベースの

遣いも重要である.例えば､新手蛙の品礎データベースは､主要作物の産出駕酎旺計が全国

規模の坪刈調査に基づいているし川､投入財についても実際の供給塵を直接舶 卜したり､

それが不可能な場合では単位面積当たりの使用丑について標本調査が徹底されている.

3.2. 鹿業部門付加価値の構成

付表3から付表6に農業部門の三つのサブセクターそれぞれの付加価値の詳細を､1980/81

から87/88年度について職せるO

耕種(主要作物)部門は表の12作物の合計であるが､その産とti頓の約9割を小安､綿花､

米､サ トウキビの四つが占めるO残 りの八つの主要作物は､すべて､別種(訓次作物)矧'q

のマンゴーや飼料作物よりも産出頓が小さい｡にもかかわらずこれらの品ETが耕托(主製

作物)部門に入れられているのは､歴史的に重要な商品作物やパキスタンの伝統的な盛F超

食桧を構成する品Elであるために､その作付両横などが植民地時代からかなり正確に把握

されてきたという歴史的経緯に由来する｡

投入財使用額の椎副にあたっては､種子など作物別に推計されるもの以外は､全作物合

計の使用量を推計してそれを主要作物､副次作物に産出額合計と比例するように割り振っ

ている｡ したがって産出物の椛計値に比べて正確さが落ちるのは否めないが､基礎データ

の制約を考えればしかたないであろうqもちろん､ijl種部門を二つに分けずに一緒の付加

価値にしてしまえばこの想定によるバイアスを回避することができるが､主穿作物と副次

作物とで産tLJl領データの信頼度がかなり違うという問題が残る｡

パキスタンの農業が有畜偵業であること､国民の消費生活において畜産品が重要である

ことは､付表に示された畜産品産出餅の大きさからも一目瞭然である｡ ミルクの産出軌 ま

牛､水牛､山羊 ･羊を合わせると近年では′ト麦や綿花をも上回り､パキスタンの農業部門

で最大の産出額を語ることになる(付表4､6).牛､羊､鶏を合わせた肉頬の産出額も､凶

11



表6主要書産品目産出量の年増加率(1980年代)

gS童f $ 1982-83*3g55iF 983-84*‡諾

出所･付表5､付表6のデータから算出

大作物と並べるにふさわしい水fE生である｡

ただし､付録に示したように､畜産部門の品目別産出額は､前年の産出量水料 こその時

点での撤新の家畜センサスから推計された増加率を機械的に加えて作った産出量推計に基

づいていることに注意する必要がある｡付表のデータがカバーする時3glについて､主要な

品目ごとの実質成長率の想定を表6にまとめる｡毎一年の畜産部門実質産出額伸び率は､表6

の数字のウェイ トつき平均であるから､ウェイ トの変化にそって滑らかに上昇していくが､

実際に報告される実質L;J加価値は､別種部門から推計された飼料投入財の価値などが差し

引かれるために､毎年わずかに成長率が揺れ動くo Lかしその数字をもってして､畜産部

門は缶年堅実な成長を遂げていると判断することが誤りであることは以上の説明から明ら

かであろう.安定成長は推計作業上作られているのであって､実憶を反映しているのでは

ない｡

このことは､しかし､畜産部門の推計値が全く信頼できないことを意味しない｡畜産部

門の産出額の長期的な水準それ自体は､家計支出調査の結果とも整合的な水準であるし､

10年おきに実施される家畜センサスの結果に表れた中期的な産出畳の トレンドもある程度

信椀できる｡成長率の経年の変軌がほとんど情報を持たないといっているだけである｡

33 新手法による時系列の修正

新 ･旧両系列の整合性について､さらに検討を加えるために､Ur手法のデータから､旧

手法の定義にできるだけ近い付加価値系列を試辞してみよう(表7､表8)o旧手法による系

列を(i)､新手法による系列を(2)とする｡朗碓(主要作物)鮒 】巧の新手法の付加価値につい

ては､副産物の産出櫛を差し引き､投入朋のrFコのrMI/坦･枠上 ･珊邦欺｣を加える｡別種(副

次作物)部門では産出頓のうち飼料作物を完全に除去し､投入財の中の｢桝起 ･砕土 ･播種

12



表7農業部門付加価値を修正した効果(名目値)

単位 100万ルビー
1980-81 198トー82 1982-83 1983-84 1984-85 1985-86 1986-87 1987-88

1耕種(主要作物)
(1)旧手法
(2)節(報告値)
(3)新(修正値)
比率 (1)/(2)
比率(1)/(3)
2耕種(副次作物)
(り旧手法
(2)新(報告植)
(3)新(修正値)
比率(り/(2)
比率(1)/(3)
3畜産
(1)旧手法
(2)節(報告値)
(3)新(修正値A)
(4)新(修正値B)
比率 (り/(2)
比率 (り/(3)
比率 (1)/(4)

40354 47100 50364 46040 55527 59783 58873 65275
39626 46248 50147 44903 53797 58100 59200 64g34
37941 43877 47555 43225 51132 55142 56334 61683
10184 10184 10043 10253 10322 10290 0.9945 10053
10636 10735 10591 10651 10860 10842 10451 10582

I1203 13130 13660 15653 17290 20595 24057 26586
13162 19518 18410 23742 26329 24723 24161 27864
11622 15g41 14757 19543 21869 20379 21829 25381

08512 0.6727 0.7420 06593 06567 08330 09957 09541
09639 08237 09257 08010 07906 10106 11021 10475

18090 2076142 23846 27450 32134 35709 40604 47393
20139 22811 26740 31396 36391 40858 46450 57438
25778 29432 34010 39355 45952 51159 58156 71222
25322 28957 33518 38842 45419 50605 57575 70642

08983 09101 08918 08743 08830 08740 08742 08251
07018 07054 07012 06975 06993 06980 06982 06654
07953 0.7878 07978 08083 08012 08074 08068 08131

出所:付表5.6より作成

費｣を加える｡畜産部門では､畜役の産出碑を差 し引き､投入財使用籾を加えるOこれら

の調整により､旧手法の定義にかなり近い修正系列 (3)を作ることができるDただ し､畜

産鮒1可については新手法での品目計上数がかなり増えており､それらの新 しい晶Elが旧手

法では ｢その他｣の項目に剖上されていたのか実無視されていたのか不明のため-2)､両方の

想定のもとで調整 した系列を作る(前者の想定が系列(3)､後者の想定が系列(∠1))a

表1､表2でその節郡を問題 とした名 目付加価値の修正結果は､予想外の結果となってい

る(表7､図1)｡つまり､耕種(主要作物)部門は旧手法による推計他がやや大きくなってい

たが､修正によってむ しろその差が開き､5から8%もの解離が生 じてしまったO逆に旧手

掛 こよる数値のほうがかなり小さかった畜産部門の場合､修正によってさらに小さくなっ

てしまう｡新種(副次作物)部門においては修正系列のほうが旧系列に近い値となっている｡

なお､畜産部門の場合､その実質産出額が機械的な外地によって得られているため､名目

値での帝那度は対象年を通 じてほぼ水平となってお り(図1)､その節IiMEの主な原因は去E-昨

年次の変更による構成品日間の相対価格の違いであると結論できる｡三つのサブセクター

を合計 した場合､i)l種(主要作物)と畜産での帝雛の拡大が､別種(副次作物)でのjTE離の縮

小を大幅に上回るため､修正系列の利用は新旧両手法による絶対値での索郎を拡大する結

果となったO言い換えると､新旧両手牡間の雫雛は､概念定義上の差違よりはむしろ基礎

データベースの推計方法や&･畔年次の違いによって生 じていることが示されたわけである｡
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図1新手法データの旧手法定義への修正効果(名目値での帝離度)

出所 表7のデータより作成
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表8農業部門付加価値を修正した効果(実質値)

単位 100万ルt:'-
1980-81 T98卜82 1982-83 1983-84 1984-85 1985-86 1986187 T987-88

1耕種(主要作物)
(1)旧手法
(2)新(報告値)
(3)新(修正値)
伸び率(1)
伸び率(2)
伸び率(3)
2耕種(副次作物)
(1)旧手法
(2)新(報告値)
(3)釈(修正値)
伸び率(1)
伸び率(2)
伸び率(3)

3畜産
(1)旧手法 -

9463 9836 10213 8805 TO388 11158 10989 11434
39626 41496 Ll2837 36710 43390 46212 46965 48452
37941 39738 40902 35412 41313 43691 44513 45702

00379 00369 -01599 01524 00690 -00154 00389
00451 00313 -01669 01540 00611 00160 00307
00452 00285 -01550 01428 00544 00185 00260

2125 2189 2251 2278 2353 2406 2612 2688
13162 14229 15156 15668 16109 16742 17317 16756
11622 12589 13525 I13964- 14310 15030 15611 15105

00292 00275 00日9 00319 00220 00789 00283

00750 00612 00:き27 00274 00378 00332 -00335
00768 00692 00314 00242 00479 00372 -00335

4574 4742 4941 5251 5584 5943 6301 6686
(2)新(報告値) 20139 20770 2T664 22956 24356 25865 27351 28906
(3)釈(修正値A) 25778 26683 27956 29781 31758 33886 35981 38173
(4)新(修正値B) 25322 26208 2746LI 29268 31225 33332 35f100 37593
伸び率(1) 00354 00403 00590 00596 00604 00568 00576
伸び率(2) 00304 00413 00563 00575 00583 00543 00538
伸び率(3) 00339 00455 00613 00623 00628 00582 00574
伸び率(4) 00338 00457 00616 00627 00632 00584 00583

出所:付表5.6より作成

では､実質値で見た場合､修正系列(3)ないし(4)の動き方は､報告されている新手はの

系列(2)に比べてどうであろうか(衆8､図2)｡国から明らかなように､修正を施 した系列(3)

ないし(4)の動きはほぼ完全に修正前の系列(2)と連動 していて､修正の実質成長率-の影

響はほとんど見られないO新系列(2)と旧系列(1)での実Jry成長率のパターンがかなり災な

り､かつ名 El値の絶対値では修正系列(3)が､より旧系列(1)に近くなっていた耕碓(剛次

作物)でも､修正系列(3)の成長率の動き方が修正前(2)と全く変らないのは実に残念な結

果であった｡このような結果になったのは､修正された項目の多くが､厳密に推計するこ

とが困難なためにベンチマーク法などの便法で推計されており､もともとあまり変動 しな

い項目であったことによるものと思われる｡つまり､新系列に定並上の修正を施 して旧系

列の定義に近づける作業は､労多くしてあまり実のない作業だと結論せざるを得ない0

3.4 耕種部門の産出領､付加価値と生産量

儲業部門の付加価値を梢成する各要素の中で､剃種部門のL州別受入朋､および畜産部門

の産lLIJ,額 ･中間投入朗のデータは､誹種部門の産出街と比べて信傾度が劣ることが推吉i方

紘(付録参照)から推測される｡そこで､ここでは､剃種部門の産出額データに怯点を当て､

旗業統計から得られる主要作物の生産盈データと､国民経済計舞に現れる産出額､および
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図2 新手法デ-タの旧事法定義への修正効果(実質成長率)

出所 表8のデ-タより作成
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表9主要作物の産出額における新､旧両手法の系列比較

1980-81 1981:-82 1982-83 1983-84 1984-85 1985186 1986-87 1987-88
名目値ベースの帝離庶#
栄(RICe)
小麦(wheat)
大麦(Bar一ey)
lJJL,がム(Jowar)
トウシ'ンt:'ェ(BaJra)
メイズ(M訓Ze)
ヒヨコマメ(Gram)
菜種(RapeaMustard)
ゴマ(Sesarnum)
綿花(cotton)
サトウキE'(Sugarcane)
タバコ(Tobacco)

実質値ベースの連動古
栄(RICe)
小麦(wheat)
大麦(Ba｢】ey)
ソルカ'ム(Jowaド)

トウシーンt:-工(BaJra)
メイズ(Maize)
ヒヨコマメ(Gram)

菜種(RapeaMustard)
ゴマ(Sesamum)
綿花(cotton)
サトウキビ(Sugarcane)
タ′くコ(Tobacco)

-ll0% -128C/O
241% 251%
40% 40%
40% 40%
40% 38%
40% 40%
40% 40%
24% 21%
40% 20%
40% 40%
40% 40%
40% 40%

-125% -84%
162% 185%
-18% -66%

32% -265%
39% -27%
54% -74%
57% -169%
36% 09%
54% 757%
39% 108%
38% -18%
43% 22%

注#名目値ペ-スの奉雛度=(旧手法による産出額額推計一新手法による推計)/新手法[=よる推計
‡実質値ベースの連動=l日手法による産出敬耐 性計/新手法による推計

出所 付表3から付表了より算出

付加肝値の三系列の問の関係を検討 しよう｡三者の間に密綾な関係が見出されれば､桃稚

部門の付加価値が長IUl的にどう変動 してきたかを検討するための代理変数として､植民地

,lmから豊富に蓄積された股業生産統計を用いることができ､より長期の経済分析が可fJ巨に

なるからである｡

まず､主要作物､副次作物それぞれの産出餌の系列が､新手法と旧手法とでどのくらい

一致 しているかを検討 しよう(表9､表10)O名 目値ベースの産出塀の絶対値は本来一致す

べきであるので､旧手法系列での数字が新手法の数字よりもどれだけ市郎しているかを示

したのが表の上半分である｡実質佃ベースの産出櫛は個別品目のレベルでは本来完全に連

動すべきであるので､旧手放系列での数字の新手牡に対する比率を表の下半分にとり､そ

の値が安定的かどうかを検討する｡

主要作物について名 目値ベースで見た場合(表9)､データが得られる期間については､

データの信頼度が低い1987/88年度を除いて､米､小麦以外のユ0品目で帝離率がおおよそ4%

となっている｡つまり､旧手法における産出頗4%調整が新手法での副産物の部分にほぼ対
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表10副次作物の産出垂創こおける新､旧両手法の系列比較

1980-81 198ト82 1982-83 1983-84 1984-85 1985-86 1986-87 1987-88名目値ベースの帝離度#
Mash豆
Masoor丘_
Mung豆
Mattar豆
その他豆類(otherpuJscs)
:/'lr力'イモ
シ'ヤカ̀ィモ以外の野菜
マンゴー
バナナ
柑橘類
その他果物
玉葱
唐辛子
その他調味料
落花生
その他油糧作物
Gowar種

実質値ベースの連動S
Mash豆
Masoor豆

Mung更_
Mattar兄
その他豆類(otherpu,se≦)
シ■ヤカイモ
ソヤカ̀ィモ以外の野菜
マンゴー
バナナ
柑橘類
その他果物
玉葱
唐辛子
その他調味料
落花生
その他油糧作物
Gowar種

出所 付表3から付表7より算出

応 していたことがわかるo言い換えれば､米､′｣､麦以外の10品目の名目産出節はほぼ一致
した時系列と見てよいことになるO米については品- の鵬 格差計界方式の違いゆえに
棚 師 生じたと思われるO/憎 の糊 の原因は不明であるO突賃借ベースの比率はほぼ一
定である｡つま｡､- 乍物の- 軒 一夕は脚 両手法附 はぼ鮒 的だと結論でき
るOしたがって､脚 (主要作物)部門の付- 直の絶対馴 新旧相 法の間で紺 してい
る主な原即 ､基- 次の変- よる神州 格の変化および投入財獅 =こおけるデータベ
ースの改韓にあることが確認されたことになるO

-九 副次作物の場合(Silo)､名目値ベースの- 度は0でもなければ4%でもない0品
目により､年次によりバラバラな脈 が見られる｡実質値ベースの比率も主要作物のそれ
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表11主要作物の生産量と固定価格

栄(R;ce)
小麦(wheat)
大麦(Sarky)
ソルカ●ム(Jowar)
トウシ◆ンt:'工(BaJra)
メイズ(MalZe)
ヒ]コマメ(Gram)
菜種(RapeaMustard)
ゴマ(Sesamum)
綿花(cotton)
サトウキビ(Sugarcane)
タバコ(Tobacco)

栄(RICe)
小麦(wheat)

大麦(Barley)
ルカ̀ム(Jowar)
トウゾンt:'ェ(BaJra)
メイズ(Ma】Ze)
ヒ]コマメ(Gram)

生産量(1000トン)

1980-81 1981-82 1982-83 1983-84 1984-85 1g85-86 1988-87 1987-88
3123 3430 3445 3340 3315 29柑 3486 3241
11475 11304 12414 10882 11703 13923 12016 12675
176 158 185 140 132 134 134 112
230 225 222 222 230 219 236 181
214 272 220 256 284 258 233 135
970 930 1005 1014 1028 1009 1I11 日27
337 274 491 522 524 586 583 372
253 239 246 217 235 250 213 204
183 166 108 88 135 149 125 72
715 748 824 495 1008 1208 1309 1468

32359 36580 32534 34287 32140 27856 29926 33029
67 69 65 80 87 78 69 70

固定価格(Rs/kg)
1959/60 1980/81

0.537 2.416
0405 1267

1.402
1.556
2146
1624
4380

菜種(RapeaMustard) 0613 2.839
ゴマ(Sesarnum) 0.800 4809
綿花(cotton) 2658 12809
サトウキビ(Sugarcane) 00499 0.2413
タバコ(Tobacco) 2499 9.330

出所･生産量のデ-タはGOP.AgT7Cu/tura/Statlst/0."fPaklStan.各年版
注:固定価格は､この表の生産量と付表3､4の産出額データから求めた
インプリシットな固定価格の1980/B1年度から7年間の平均

に比べると変動が大きい｡つまり､副次作物の産tlj頼データは新lEJ両手法間での整合性が

低く､そのことが新旧両手法間の付加イ耐直jTE脈の重安な原因の一つになっていると結論で

きる｡

袈11に農業IyCL言Jから得られる主要作物の生産塵を城せるOこの系列を各作物ごとに比べ

ると､新旧両手牡の主要作物実質産出紙データに対して一定の比率で動いていることが推

認できる｡ただし最終1987/88年度については若干ずれが大きいため､それを除いた7年間

についてインプリシットな同定仙i格を計辞し､その平均を表の最右コラムに記したo二十

数年間の間に主要作物間の相対価格が大きく変化 していることが確認できる0 1959/60年

度には主食の小麦のlLW格は大変､ トクジンビエ､ソルガム､メイズの雑穀グループよりも

かなり高かったのに､1980/81年度にはこの関係が逆転している｡ ヒヨコマメ(Gram)の弧

絡が相対的には最も大きく上昇した｡

表11の固定価格を用いて1947/48年度以降の主要7作物(小麦､綿花､米､サ トウキヒ､
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大変､メイズ､ヒヨコマメ)の実質産出額を試沸した結果を表12に記すOこの7作物で､利

和(主要作物)部門12作物の総産出餅のおよそ95%を占める(ITJ剤 ､1980/81EF度参EltlJoこ

の実質産出額は二通りの相対仙 名を用いて求めたが､図3に示すように､絶対水狐 変化

率ともに付加附直の系列と非常に強く連動している｡このため､1980/81年度を境にした

リンク系列､すなわちユ979/80年度以前は1959/6姻 定仰搬 表示系列を1980/81価格に換昇

した値､】980/81年度以後は1980/81倍促仰格表示系列の二つをつないで一木の時系列にし

たものを表12の(5)､(6)コラムに掲職する｡

この7品目の実質産出額は､剃種(主要作物)珊-りの付加価値に比べ､･r欄 投入財をlt無視

している分だけ過大評価､マイナーな5作物のFIE.Lij級が入っていない分だけ過小評価にな

っているoそこで7品目の実質Il'ELll額訊射直の付力仰 値に対する比率をとったところ個 4､

上半分)､1960年代三1三ばまではどちらかといえば過小評価気味だったのが､1960年代束か

ら1980年代初めにかけて比率が碓実に｣二月して過大評価が定着､その後は10数%の過大評

lrnlで安定している｡この変化は､緑の:rl!的 技術の常及によって化学肥lSrなどの購入投入財

の使用が急増したことを反映している｡地方､実質産山領試罪値と桝椛(主要作物)部門1;J

))rlllTn直の伝年の伸び率は見司りこ迎軌している(図4､下半分)O表12の(5)､(6)コラムの二

系列間の相関係数を引算すると､水準で0998､変化率で0.969ときわめて高いo

以｣二の分析結果は､現パキスタン地域の経折成長のパターンを植民地抑 こまで柳って分

析するための基礎データとして､表12のような主要作物実質産出称の指数が使えることを

示唆 しよう｡もちろん､1959/60咋度の相対価格をあまり初期の時期にまで当てはめるに

は,無理があるから､物lLTF統計などを利用して固定仰 各の基準を植民地糊の適当な時期にも

作ることが望ましいのは青うまでもないoいずれにしても､舷窓に存在する植民地糊のJBt

業統芹1を独立後の国民所得計算と関連した形で用いることの目処が立った意並は大きいO
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表12主要7作物の実質生産額試算値 と耕種(主要 作物)部門付加価値

単位 1959/60固定価格表示 1980/81固定価格表示

100万ルt:I- 付加価値(旧手法)生産額 試算値 付 加価値(新手法)生 産 者貞試算値
(1) (2)

2874
3324

3424

3491

2874
2905

7
0

1

3

4

eU
LL)
7

LL)
2

2

LL?
6

人U
7

9

Lt)
9

5

9

2

7

0

6

4

n
U
O

3

0

2

4

3

4

6

7

9

【0
0
}
2

6

7

0

9

3

2

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

5

4

5

6

4
8
3

n
U

93
･1

5

3
･1
6

5

nU4
LL'
7

8
4
4

7

0
8

8

4

9
1
2

2

3
3

3

4
16507
14820
14800
15765
17050

A

(3) (4)
12587
15013
15166
15806
12704
12985
15593
15295
16088
16665
17303
17480
17312
I7537
19129
20995
21095
22390
22195
23890
26495
28825
31724
29518
31600
32589
33921
32381
341日
35152
36543
36862
40455
42350
44818
46369
40597
47670
51408
53431
54295
57330
57705
60456
69437
60588
61151
65032
70949

リンク系列(19 80/81価格表 示 )
付加価値 生産額試算値

(5) (6)
11737
13575

出所 付表2､表11､GOP.AgnCu/tura/Star,stlCSOfPah,stan･各年版のデータより計真
注 ｢リンク系列｣は､柑79/80年以前は1959/60固定価格表示系列に1980/81年度のつなぎ係数で
1980/81価格に換算した値､1980/81以後は1980/8順 走価格表示系列である
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図3主要7作物実質産出額と付加価値系列の比較

出所 表12のデータより作成
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F

図4主要7作物実質産出額と付加価値系列の比較(リンク系列)

出所二義 12のデータより作成
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結び

本稿は､パキスタン経済50年の並木統計としての国民所謂統計を､主に､異なる推計方

掛 こよる二つの系列の接続という観点から検討した｡1980/81年度以降のデータが作成さ

れている新手法による系列は､推計手続きが正雄になり遮礎データベースも拡張されてい

るなどの甥三伯から､1987/88年度まで作成されていた旧系列よりも信輔度が優ると思われ

る｡雨音がiTiなる11Tf391について評Jlnlな検討を加えたところ､特に名El値絶対額での両者の

解離が大きいことが判明した｡実質値での変化率を見た場合､丙系列の]TC即は大きくない

が､その理山の一つが推計方法での窓意的な想定であることに十分な注意を払う必要があ

る｡

この問題を農業部門の付加ILTM直について､より詳細 こ検討した結果､桝種部門と畜産部

門の間でやり取りされる中間投入財を新手法ではすべて市場価格で評価していることの影

響が実はあまり大きくないこと､基ff⊆年次の変丈や韮腿データベースの拡張の方が大きな

彫郷を与えていること､最も信頼できるデータは主要作物の産出塵であり､その動きで農

業の実質付加イ肘直をかなり良好に近似できること､などが明らかになったO特に最後の点

は､盤古に存在する拙民地州の虚業統計を独立後のマクロ経済指標と連続させて計盈的に

JT]いることが有効であることを示唆している意味で､重要なファインディングであると思

われるO

最後に､本稿がもつアジア長期経済統引データベース作成-の含意をまとめておきたいo

多くの途上国で､現在､国民所得統計が使えるようになってきているが､本稿が対象とし

の成長率を想定した外捜によって実質値から先に推引することによってGDPが推計されて

いる新例が多いと思われる｡ したがって､名目値シリースや支出勘定シリーズよりも実質

値の生産勘定を柱に国民所得統計を扱う必要が生じる事例が多くなるかもしれない｡これ

が第-のポイントである｡

第二に､推計方位の変化のために､複数の系列が厳密には接続不可能になっている場合､

できるだけ､既存のデータを残して､パキスタンのようにそれらが重なっているところは

重なったままデータベースに残す必要があると思われる｡もちろん実質値系列の場合､基

要件 次が変わるごとに指数でリンクしていくことが可能なわけであるが､基畔年次の変更

はしばしば椎Ell方法の見直しを含んでいることが多いと考えられるから､その時点で最新

の系列のみを残して一本の系列にしてしまうのは危険であろう｡

第三に､部門別の生産勘定がもとになっている場合､各生産部門の生産量に関する統計

が重要になるD本稿が件に詳細に分析したパキスタンの俊英部門の場合､腐業生産統割か

ら国民所得統計の償業部門付加JEIM庫がかなり復元できる｡そのような復元には少なくとも

主要作物ごとの面積と単位面積当たり収塵の信頗できる統計が不可欠となろう0
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性

1) パキスタンの会計年度は7月から翌年の6月である｡例えば本稿での ｢1988/89年度｣

(現地での表記では〝1988-89〝)は､1988咋7)]から89年6月までの会剤年度を指し､省略す

る場合には1988年度と呼ばれることが多い｡ただし､前年10月から9月までのアメリカの

会計年度との重なりの都合上､アメリカの形智の強い機関の糊告杏では､同じ88年7月か

ら89年6月までの年度を1989年度と呼ぶ傾向があるから､資料によりどの年度1班念が使わ

れているかに十分な注意を払う必要がある｡

2) このあたりの事情と､初期の維引結果の報告書については､Kamanev(1985,pp.3-

16)を参照のこと｡

3) 東西パキスタン別の統計が集められていなかったのが､パキスタン航空､銀行 ･保

険業､連邦政)机 治外からの純要素移ll.Rの四部門の付加価値である｡これらについては東

田合計の統貢1しか存在しなかったため､1970/71年度を基畔にした定率による北西分割が

行われた(GOP,EconomicSuTVe),1988-89.Ar)r)endlXP.29)0

4) 黒崎(1997,p.9)での記述 ｢旧パキスタン時代には東西パキスタン別の地域国民所

得統計は作成されていない｣というのは､若干ミスリーディングであったことを断ってお

く｡まったく作成されていなかったのではなく､国民所得統計の一部として定洲 桝こ作成 ･

公刊されてはいなかったという意味である0

5) 推計値の例としては､Rose(1983,p.1023).papanek(1967,pp316-319)などを

参照のこと｡

6) 黒崎(1997)で ｢①現パキスタン地域長,lgJ新手法シリーズ｣として紹介 した時系列

(Kemalatld ĥmad,1992)は､部分的な修正が見られるものの､おおまかにはこの使法を

用いて新旧両手杜による実質値シリーズをつないでいるO顔林水産業､大規模製造業､合

計 のGDPについて､表3の部門別つなぎ係数を用いて二系列を接続させると､Kemaland̂hnad

(1992)でのデータとほとんど差のない付加価値系列が作成できる｡

7) この統計作成上の想定を紙祝した分析が時折見られることは残念であるO畜産部門

の実質産出額の時系列を被説明変数とした計畳経済学的実証研究(例えば k̂rual,1994な

ど)は､一見形式が整っているだけにデータの間温点がわかりにくくなっている0

8) パキスタンの有畜農業の特色とその経済的意味については黒崎(1995a)､Kurosakl

(1995b)などを参照のこと｡

9) Kurosakl(forthcomlng,Ch2,Ch.3)でこれらの変化の具体的な事例がパンジャー

プ州について紹介されている｡

10) ちなみに､パキスタン同様､有畜)趣業が韮要であるイン ドの現行の国民経済別辞

においては､重刷'iH乍物の産出額については市場評価での帰属計算により全生産畳を耕種部

門の産出宅別こ加える反面､役畜の帰属仰掛ま畜産部門の産出額に全く加えないという､パ

キスタンの新手法 ･旧手法の中間の方式を採用している(GOI,1994)｡

ll) パキスタンをちおける伝統的な作物単収椎別方法は､イギリス植民地時代から続く

アンナワ-リー(∧nnawarl)と呼ばれる主観的方法である｡これは､相の地税査定役人が作
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物のELi#を主観的に-して､その出-平年作を1()アンナ(=1/レビー)とした指数で軸
乱､その数字を集EILてその年の作物の棚を断る方如あるo胞ま､ある年の
作物の臓 が平年の25%減と見削 られる場合､12アンナと舶 されるol的 ､ランダム
即 朋 に基づく坪刈は､客蜘 な作物- 任計方法として､徐々にその利用が広まって

いる｡1990年代初期の数字では､坪刈調査は小発作棚 の96%･米の9川､さとうきびの

64%､糾 Eの100陀 カバーしてお｡､これは- (主- 物)部門の総意- の825%棚 f当

する｡ただし､この- 勿以外のすべての作物の料紙 主観的なアンナワ-リ瑞 いま

だ依っているoなおこの注でのデータの脚 は199時 1月のパキスタン食櫨 ･鵬 省内部での倣き取りである｡

12) これは､歴史的生産掛 を扱う- の､いわゆる｢新品日の登軌 間- 相当し､

新規項目の生産がそれまでのrその他｣に含まれていたのかいないのか潤 の軸 性など

から慎抑 附 る必要がある- 1996," 718)Dこのパキスタンの糊 では､新規晶日の1979/8昨 度以前の生産蜘 引値が手に入らないために､本文のように両方の仮定で二通りの修正を施 した｡
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1;)録 国民所得推計(生産勘定)の新手法と旧手法比較

以下の出所は､GOP.Nat10DalAccountsor/bhlSEan,各年版 (特に1988/89年度版)であ

る｡

I.新手法

Il 農林水産業(AgrlCtllture)

･産山塀と中間投入牧の両方を推定する生産アプローチによる推計

I1l 別種 (主要作物)部門 (MajorCrops)

･主要作物-米(RICC)､小麦(wheat)､大麦(Barley)､ソ/レガム(Jowar)､トウジンビェ (BaJra)､

メイズ(MalZC)､ヒヨコマメ(Gram)､菜椛(RaE)e&Mustard)､ゴマ(Sesamuln)､綿花(cotton),

サ トウキビ(Sugarcane)､タバ コ(Tobacco)

･各作物の主従物産Lu研=作イて｣両横叫i収抑引イ1-gi*収機rI糾Lln洛

･各作物の副産物産山領=作付耐械*主産物rJiJ収排.引値*缶隼の副産物産山係数*副産物の収

桟時価格

･合計の｢1】開投入頂=各作物の種子紳合計ト(化学肥料gJI+殺虫剤 ･除草剤の]投薬欺+水利弾十

対l起 ･枠土 ･捕qi資)*主要作物産山補の作物産LLlf鰯-の比率

･各作物の梯子投入額=作付面積*種子密度係数*種子lElti格

･化学肥料､農薬の投入硬=腐民-の販売丑*戯民-の販売価格

･水利資=用水路瀧概供水盈推計*基昨年価格*価格指数卜管井戸溌概供水盈推計*基準年価

格*価格指数

･胡起 ･砕土 ･播種資=作付面積*畔位面積当たりの朔起 ･砕土 ･播種卦の基準年推計値*

燃料の卸売指数

1.1.2 排種 (副次作物)部門 (MinorCrops)

･副次作物=主要作物以外の全作物 (豆類､野菜､果物､調味料､71Ll糧作物､繊維作物､飼

料作物)

･各作物の産.Lii額=作付面積*単収推計値*卸売価格*0.80､ただし080は卸売価格を収穫時

価格に関する係数

L1.3.畜産部門 (LIVeStOCk)

･品目=畜産品 :ミルク(ullk､牛､水牛､山羊 ･羊)､肉頬(Mcat､牛､羊､鶏)､卵(Eggs)､

猷脂 (̂nilnalPats)､皮革(llldes､SklnS､Lalnbskins､KldsklnS､FancysklnS)､羊毛(wool)､

獣毛 (Jlair)､ガ ッ ト析 (Guts/1aisiLlg)､獣骨 (Bones)､獣血(BlooLl)､食用内臓 (Edlble
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()rfals)､猷頭頬 (Ttea(ls良trotters)､角(1lorns&hooves)､禽叛(Fowls/blrds)､鶏 ･貨

鳥(ChlCken/ducklings)､牛糞 ･その他(Dung礼others),畜役サービス

･畜役以外の各品目産出析-家畜センサスでの生産数推計値*センサスrlLH伸び率係数*卸売

イ[1hAl各*080､ただし0.80は卸売イm各を収称 呼価格に関する係数

･畜役サーヒス産山餅-家畜センサスでの役畜放縦計*センサスr門伸び率係数*畜役サーヒ

ス係数輔吋格拒数

･産出額については実質値が先に決定され､そこから糸 目他力坤 後的に計許される

･畜産部PElrI叩FH受入頼-[遊脚 f一次の各飼料の畜産部門で使われる比率*各飼料の産出御]

の総和

I1.4 水産業 (FIShing)

･産ltJj額=各年の生産量推計*基雄牛の単価*価格指数

中間投入頓-機械化部門の推計値より維計 した中間投入丑推引*避難牛の蝉Jtlll*イ糊剤旨数

･英資値が先に決定され､そこから名 目値が331-後的に計算

I.1.5.林業 (Forestry)

･付加価値=産ILii柳=韮昨年推計値*(木材 ･燃料朋 .その他森林産出榊のウェイ トつき生産

盈拍数)

･基ft生年推引値=(炎道楽センサスCMI､小規模 ･家内工業調査ssIEhlIでの木材利用匙椎

引)+(家計支出調査ltIESによる家庭の燃料胡消費盈推計)

･実質値が先に決定され､そこから名 目値が事後的に計算

I2.鉱業 (Mlning良Quarrying)

･産Lij碑と中間投入練の両方を推定する生産アプローチによる推計

･実質付加価値=実質産出頒*0.80､ただし080は1980/81の鉱業センサスに基づく付加価

値率

･各鉱業晶の実質産出額は各年の生産盈推計にもとづく

Ⅰ.3.製造業 (hTanufacturing)

･産出額と中間投入額の両方を推定する生産アプローチによる推計

Ⅰ3.1 大規模製造業 (Large-ScaleLhnufactur111g)

･大規模部門=1934年の工場掛 こよる登録企業-(燃料を用いかつ年間の少なくとも1日以上

で20人以上を雇用 していた企業)および(燃料の使用にかかわらず毎月の少なくとも1日以

上で10人以上を雇用 していた企業)

･実質付加鮒 直-(1980/81基準年峠の付加価値)*(淑造米産出指数･Q川)

･QIMこく主要品目の産出指数 QTMl)辛(1980/81去』昨年時のウェイ ト)の品目総和

29



･名目付加価値=(1980/81-年呼の- 価値)*[(QIill)辛(1980/81基- 呼のウェ イト)辛(各品目の卸売指数)の品目総和]

'Q川1は､106(1987/88以降は96)品目にっき､枇 靴 ンサスClⅠⅠなどを参考に1980/仰

のへンチマークを作成､その後- - 旭 - の生- 那- 実施 して各品目のQmlを
帆 1987,88年時で106品馴鳩 鮒 珊 生産奥の81%をカ/ド

Ⅰ･3･21/)､親機 近業 (small-ScaleManufacturing)

㌧小規横部門=大規模部門以外のすペて

･実馴 加価値=(1983/84/J,規模 ･家内工- 査ssHiTlにもとづく1980/81-ンチマ上州

州 値)a(814%- 率)､ただし8･4%伽 76/77SSLIMlと1983/8/lSS=MIOjFFnの実質成長率

･実質値が先に決定され､そこから名目値が粕 的に糊

I4･建設菜 (construction)

･支出アブ- チ 二付- 値三(各部門での投資額掛 値*軸 部門付加細 微 )の各部門の総和

･舶 付加附直から実馴 加価掛 =(ま建設労働者賃金指数を朋

Ⅰ･5･電気 ･ガス (ElectrlCty&Gas)

･生産アプロ- :各公企業の名目- - =供給量*- 価格小 間投入額

I･61運輸 ･貯J7R.通信 (Transport,storage良comn)unlCaLIOn)

･所得アプロ- -1各サブセクターの- 寸加価位 雇用者-の 質釦 増 業余剰

･登録企業部門については綿 の- 臥 非登録鮒 (リキシャなど)については削 統計
局と地方自治体が実施 したベンチマーク調査を利用

Ⅰ･7･卸売 ･/J､売 (wholesale良RetallTrade)

･生産アプロ- 各軸 の朋 付加価値=各鮎 の削 - - 率*マークアップ率

･市靴 率とマ--クアップ率は各商品棚 - 劉 昨 次についてm_汁
･中問投入俄は無視

欄 晶分類の大範噂は- 品(22)､- - (2)､輸入品(4)で､かっこ内が小鵬 の数

王8･金融 ･保険 (Banking良Insurance)

･所得アブ- チ :各柄成企業の名的 加価値=屈用者-の賃金+営業余剰

I91住居 (ownershipofD､yelllngS)

･生産アプロ- - 付加価- 日家賃*住居数推EI*o･766､ただし0･766は修繕朗
を抜いた付加価値率

30



･名目家賃の推定 都市部では転月の棟本調査､機材鮒 ま都fll部の定数倍で定数は最新の

家計支出調査日IESにもとづく

･住居数の推計 .住居センサスをベンチマークに一定比率で外捜

IIO 行政 ･国防 (publlC d̂minlStration良Defense)

･所得アプローチ ,名El付加価僻-基判 三次の各行政機関の貸金合計*110*1.05

･実質付加価鮮 基準年次の各行政機関の賃金合計*1･lo専l05*(伸び率見込みproJeCtlOn

factor)

･ただし110は官舎家賃が過少であることの修正､1.05は純付加価値を粗付加価値に変換

する定数

Ill.その他サービス (Corm nity,Social&PersonelServices)

･所得アプローチ 実質付)Jrl価値-[各サブセクターでの基畔年次実質付加価値推計*(各サ

ブセクターの伸び率推定)]の総和

･各サブセクターでの韮準年次実質付加価値-国勢調査による労働者数推計*標本調査に上

る一人当たり付加机値*1.15､ただし1.15は過小推計に対する修正

･サブセクター=教育､医療､会計､法律､写真､広告､ホテル､洗髄､理容､家内使用

人､娯楽､その他

･サブセクターのレベルでは実質値が先に決定され､そこから名El値が事後的に言1第

H.旧手法(新手法との明確な違いのみ列挙)

ⅠⅠ.1.戯林水産業(∧grlCulture)

Ⅰ11.1 誹種(主要作物)部門 (MaJ'orCrops)

･過小推計の修正として一括4%の底上げを各作物の産出額推計値に施す

･単収の推計で坪刈は使われず

･藁などの副産物の産出額を完全に撫視

･中間投入額に役畜による耕起 ･砕土 ･播種費は含まれない

H.1.2.桝柾(副次作物)部門 (MlnOrC110PS)

･過小推割の修正として一括4%の底上げを各作物の産出額推計値に施す

･中間投入額に役畜による桝起 ･砕土 ･播種費は含まれない

･青刈飼料作物の産出額は計上されない

ⅠⅠ.13.畜産部門 (Livestock)
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･朋 =ミルク(M11k､牛､水牛､山羊 .羊)､肉- ea亡､牛､羊､掛 ､猷脂(AnlmalFats)､

皮削 lzldes)､皮Rl(sklnS)､羊毛(wool)､獣毛(Ilair)､食用内臓 (Edlbleoffals)､禽煉

(Fowls/birds)､鶏 .軌 島(chlCken/duckllngS)､卯(Eggs)､牛爽(Dung)､その他(others)

･役畜サービスは産出額に計上されない

･産出酔 イ寸加価値､と想定し､各種飼料作物や磯原飼料の付加IFllil直を戯業の新穂脚 や

食品加工製造掛 こ含めないo畜産物の生産のための投入財はすべて朗 報即納 でまかなわ
れていると想定

H 14 水産業 (Fishlng)

･名目付加仰 直=各年の産出盈推計*各年の卸売抑格*080和 97､ただし080は水産業者庭

先価格-の換算係数､097は投入財欺用を抜いた付加肘値率

ⅠⅠ･1･5･林業 (Forestry)

･名 目付加価値=各年の公有林産出盈*130*0197､ただし130は民間林業わ未報告部分の

修正､097は投入財費用を抜いた付加価値率

ⅠⅠ･2 鉱業 (Mlning良Quarrylng)

･実質付加(.vr値-実質産EljW*0183､ただし17%が投入財費用

･各鉱業品の実質産出額-各年の生産量推引*(1959/60那 塵肺格)

ⅠⅠ3･炎造業 (Manufacturing)

H･31 大規模典造業 (Large-ScaleM<lnufacturing)

･実質付加価借-(1959/60劉 印 幡の付加価陛)*(製造業産出指数 QIM)

･QIM=(主要品目の産lliJr指数IQIんtl)辛(各基- lJ;.jのウェイ ト)の品目経机 ただしQ川1の基

鞘年時は順次改定されており､1964′65､69/70､75/76､80/81にそれぞれ修正

･名 目付加価値=(1959/60基準年時の付加併催)*[(QIMl)*(1959/60&聯 F一時の ウェイ

ト)辛(各品目の卸売指数)の品目総和]

II3･2･小規模製造業 (snlal1-ScaleManufacturing)

･実質付加価値=(その時点で臓Wrの小規模 .家内工業調査SSll"Iにt'とづくベンチマーク

付加価値)*(その時点で最新の付加仰 直伸び率推定値)

･付加価値伸び率推定値は､最初の伸び率が人口成長率の30%､次が1969/70SSllMIから73%､

1983/84SS川相から8.3%が使われている

H 4.建設業 (co】1StructlOn)

･生産アプローチ
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･都市部実質付加価値=実質産出盈*040-(セメン ト消放免*10*赴frB年目軸h格)FO.40

･尉 寸部実質付加価値-実質産出量*0.50ヒ(家計支山調査ITIESでの家賃のA･聯 F一時推計街

/0.08)*0.50*都市部実質付加価値伸び率係数

ⅠⅠ5 電気 ･ガス (ElectrlCty&Gas)

･ごくマイナーな変化のみ

IT.6 運輸 ･貯蔵 ･通信 (Transport,Storage良ComnunlCation)

･ごくマイナーな変化のみ

II.7 卸売 ･小売 (wholesale良RetailTrade)

･各商品の名目付加価値=各商品の産出析*市場化率*マークアップ率*095

･市場化率とマークアップ率は各商品範噂梅にA･唯年次について推計｡

･中間投入額は産出額の5%と想定

･商品分類の大範噂は農産品(7)､製造業晶(2)､輸入品(1)で､かっこ内が′ト御 欝の数｡

輸入晶についての新手法との違いは､輸入消数財のみがこのセクターの取り扱 う商晶で､

･愉入資本朋と原胡料は政府部門及び炎造業が直接購入するためにマージンによる付加価値

が生じないと想定 している点｡

ⅠⅠ8.銀行 ･金融 (Banking&Insurance)

･変化なし

H.9 住居 (OwnershlPOfDwelllngS)

･名目付加価値=名Er家賃*住居数推計*0.90､ただし10%は修繕資用

･名目家賃の推定=最新の家計支出調査日IES

･住居数の推計=1960年住居センサスによるベンチマークを外捜

ⅠIIO 行政 ･国防 (publlC d̂mlnistratlOn良Defense)

･マイナーな変化のみ

ⅠLll.その他サービス (Communlty,Soclal良PersonelServices)

･実質付加価値=基準年次実質Ij加仰 直*(定率成長率の係数)

･各サブセクターでの基準年次実質付加価値-国勢調査による労働音数推計*標本調査によ

る-人当たり付加価値､ただしサブセクターによっては支出アプローチも併用

･定率成長率は1977/78から5.74%､1980/81から6,6%
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付表2 実質値､要素糞用表示による国内総生産(GDP)

単位 GDP l農林水産業
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付表3 旧手法による農業部門の実質付加価値

単位 100万ルヒ㌧(1959-60価格)
1980-81 198卜82 1982-03 1983-8Ll l984-85 1985-86 1986-87 1987-88

1納経(主筆作物)
作物別産出領
栄(RICe)
小麦(Wheat)
大麦(8arley)
ルカLL(Jov伯r)

トウ/-ンt:'工(BaJra)
メイズ(MalZe)
と〕コマメ(GTarTl)
菜種(Rape良Mustard)
ゴマ(Sesarnurll)
綿花(Ct'tton)
サトウキヒ(Sugarcane)
タバコ(Tobacco)
小吉1
修正(ト4%)

産出級
投入財
II'I.L
化学肥料
農薬
水利洪
輸送耗
欠損

投入財合計報
租付加価値

2矧桂(削次作物)
作物別産出組
Mash豆
Masoor豆
Mung豆
Mattar豆
その他豆頬(Otherpulses)
ソヤカイモ
シ●trがィモ以外の野菜
マンゴー
バナナ
柑橘類
その他果物
玉葱
唐辛子
その他調味料
落花生
その他油程作物
Gowar種
その他の作物
小計
修正(+Lは)

産ttは員
投入財
桂子
化学肥料
農薬
水利費
輸送耗
欠損

投入財合計枯
粗付加価値

3畜産
品El別産出硯
ミルク(MIlk)
牛(Coy/)
水牛(Buflalo)
LLJf-･S(Goatsasheep)
肉類(Meat)
#(Beef)
羊(Mutton)
鶏(Poultry)
猷脂(An■malPats)
皮革(Hldes)
皮革(Sklns)
羊毛(Wool)
獣毛(Halr)
食用内臓 (Ed■bleoFfals)
禽頬 (Fowls′blrds)
鵜.莱.a(ChlCken/duckllnES)
那(Eggs)
牛糞(Dung)
その他(Others)
合計=粗付加価値

M
M
M
M
M
M
M

M

M
M

M
M

M
M
M
M
M

M
M
5

出所 GOP,Nat'OnB/AccounLsoFPah''sLan.各年版
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付表4新手法r=よる農業書脚 の実質付加価値

単位 100万ルE'-(1980-81価格)

1980-81 198M Z t98Z-83 1983-84 1984-85 T985-86 -986-87 198ト88
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付表5 旧手法による農業部門の名目付加価値

単位 700万ルt:I-

1桝掛 主要作物)
作物別産出細

栄 (RICe)
小麦(Wheat)
大麦(8arlcy)
ソルカム(JoIVar)
トウシンE-ェ(BaJra)
メイズ(MaEZe)
ヒ]コマJ(Gram)
菜漣(RapeaMustard)
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付表8新手法による農薬部門の名目付加価値

単位 100万ルtl-
1980-81 1981-82 1982-83 1903-84 1984-85 19El5-El6 1986-87 1987-88
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